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用語解説

2月定例会本会議

滋賀県地域防災計画（原子力災害対策編）の
見直しにかかる検討委員会

　滋賀県議会は、２月定例会を２月16日から３月23日までの37日間の会期
で開きました。２月定例会では、議員提出議案12件と知事提出議案104件が
上程されました。これらを審議した結果、いずれも原案のとおり可決また
は同意しました。
　また、各委員会においては、付託された各議案、請願その他所管事項に
ついて審査および調査を行いました。特に新年度予算については、委員45
人で構成する予算特別委員会（委員長：辻村克議員、副委員長：今江政彦
議員）が設置され、３日間にわたり質疑を行い、さらに分科会調査を２日
間実施した上で、可決しました。

●給与条例の一部改正案
　 　地域手当の支給率を現状維持とする「滋賀県職員等の給与に関する条例の一
部を改正する条例案」および「滋賀県公立学校職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例案」が議員提案され、賛成多数で可決しました。
　 　２月定例会で議員提案され可決された給与条例の一部改正案について、３月
27日に知事から県政初となる再議

※１　

権が行使されました。
　 　３月29日に開かれた３月臨時会では、先の議決について審議した結果、出席
議員の３分の２以上の同意がなく、否決されました。

●関西広域連合規約の変更案を可決
　 　県議会の意見書の趣旨を尊重し、構成団体の追加と議員定数の変更を分離し
た規約変更案が知事から提案され、構成団体の追加については、全員一致で、
議員定数の変更については、賛成多数で可決しました。
　 　議決に当たっては、議員定数の本格見直しの際は府県間格差が生じないよう
配慮するとともに、その配分は、府県を単位として当該府県内で調整すること
などを求める附帯決議案を賛成多数で可決しました。

●滋賀県流域治水基本方針案を可決
　 　昨年11月定例会に提案され、継続審議となっていた滋賀県流域治水基本方針
案については、知事から議案の撤回が請求され、全員一致で承認しました。
　 　その後、市町の意見やこれまでの県議会における議論を踏まえ、内容の一部
を修正した基本方針案が知事から再度提案され、全員一致で可決しました。

●東日本大震災で発生した災害廃棄物の処理に関する決議案を可決
　 　東日本大震災で発生した災害廃棄物の処理を促進するため、県が国に対して、
災害廃棄物処理に関する説明責任を果たすよう求めること、また、安全が十分
に確認された災害廃棄物の受入れを県内市町に要請することを強く求める決議
案を、全員一致で可決しました。

2月定例会の概要

２
月
定
例
会
に
お
け
る

質
疑
・
質
問
か
ら

答　
河
川
管
理
者
と
し
て
「
川

の
中
の
対
策
」
に
継
続
的
、

効
率
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
当
然

の
責
務
で
あ
り
、
河
川
等
の
治
水

施
設
の
整
備
は
、
今
後
も
強
力
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
地
先
の
安
全
度
」
は
、
専
門

家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら

十
分
に
検
討
を
重
ね
た
も
の
で
、

全
国
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。
基
本
方
針
を
実
効
性
あ
る
も

の
に
す
る
た
め
、
県
条
例
の
制
定

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お
り
、
市

町
と
の
協
議
と
県
民
へ
の
説
明
を

し
っ
か
り
行
い
ま
す
。

地
域
防
災
計
画

問　
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し

た
こ
と
で
、
今
後
の
災
害
想

定
は
過
大
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
莫
大
な
費

用
へ
の
対
応
等
、
自
治
体
と
し
て

で
き
る
限
界
が
あ
る
以
上
、
そ
れ

を
明
確
に
住
民
に
示
す
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

今
回
の
地
域
防
災
計
画
（
原
子

力
災
害
対
策
編
）
策
定
で
リ※

３

ス
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
新
し
く

取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
情
報
の

提
示
に
よ
っ
て
は
、
住
民
の
間
で

の
混
乱
の
可
能
性
も
否
定
で
き

ず
、
出
し
方
な
ど
も
含
め
、
住
民

に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
た
め
、

自
治
体
は
課
題
に
よ
っ
て
優
先
順

位
を
仕
分
け
、
分
か
り
や
す
い
言

葉
で
伝
え
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

　

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
収
集
も
含
め
た
情
報
の
在
り
方

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
情
報
を
迅
速
か
つ
正
確
に

伝
え
る
よ
う
、
国
、
市
町
、

防
災
関
係
機
関
、
事
業
者
と
の
情

報
収
集
・
連
絡
体
制
の
整
備
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
地
域
防
災
計
画
の
柱
の

一
つ
と
し
て
掲
げ
、住
民
と
行
政
、

専
門
家
が
意
見
の
や
り
と
り
を
通

じ
て
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
努

め
ま
す
。
必
要
な
情
報
を
分
か
り

や
す
く
住
民
に
伝
え
、
避
難
な
ど

の
行
動
に
的
確
に
つ
な
が
る
よ
う

工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

問　
地
域
分
散
型
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
在
り
方
を
検
討
す
る

必
要
性
は
十
分
に
理
解
し
ま
す

が
、
そ
の
た
め
の
方
法
論
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

を
考
え
る
と
き
は
、
熱
利
用
も
含

め
た
抜
本
的
な
方
針
の
転
換
が
必

要
に
な
る
こ
と
も
踏
ま
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
は
、
一
つ
ひ

と
つ
を
し
っ
か
り
検
証
し
、
滋
賀

県
に
あ
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

導
入
を
考
え
て
い
く
べ
き
時
で
あ

り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
買

取
り
価
格
が
こ
れ
か
ら
決
め
ら
れ

る
中
で
、
滋
賀
県
が
一
体
と
な
っ

た
政
策
の
遂
行
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
予
算

を
見
る
と
ま
だ
バ
ラ
バ
ラ
感
が
あ

り
、
県
の
施
策
の
方
向
性
が
見
定

す
る
力
を
高
め
る
な
ど
、
歳
入
歳

出
の
両
面
に
わ
た
っ
て
、
持
続
可

能
で
活
力
あ
る
県
政
経
営
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
ま
で
を
計

画
期
間
と
す
る
行
財
政
改
革
方
針

を
定
め
て
い
ま
す
が
、
必
要
に
応

じ
て
行
財
政
改
革
方
針
の
見
直
し

に
つ
い
て
も
検
討
し
、
県
民
に
示

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

流
域
治
水
基
本
方
針

問　
想
定
を
超
え
た
災
害
に
対

応
す
る
意
味
で
流
域
治
水
の

必
要
性
は
認
め
ま
す
が
、
想
定
内

の
対
策
で
あ
る
河
川
整
備
計
画
を

後
退
さ
せ
る
か
の
よ
う
な
記
述

は
、
今
後
の
河
川
整
備
を
お
ろ
そ

か
に
す
る
言
い
訳
に
使
わ
れ
る
懸

念
が
あ
り
ま
す
。

　

今
の
基
本
方
針
で
は
、
流
域
治

水
の
目
玉
と
な
っ
て
い
る
土
地
利

用
規
制
や
避
難
対
応
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
、
流
域
住
民
に
安
心

感
よ
り
不
安
感
を
与
え
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
治
水
安
全
度
の
向

上
の
た
め
、「
川※

２

の
中
の
対
策
」

の
重
要
性
を
し
っ
か
り
と
う
た
う

内
容
に
修
正
す
べ
き
と
考
え
ま

す
。

　

さ
ら
に
、「
地
先
の
安
全
度
」

の
設
定
が
合
理
的
で
妥
当
な
も
の

か
市
町
や
流
域
住
民
に
示
し
、
土

地
利
用
規
制
や
建
築
規
制
に
市
町

の
意
見
が
反
映
で
き
る
仕
組
み
を

考
え
る
べ
き
で
す
が
、
知
事
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
当
初
予
算

問　
平
成
24
年
度
当
初
予
算
と

表
裏
一
体
で
あ
る
行
財
政
改

革
の
今
後
数
年
間
の
取
組
に
つ
い

て
、
責
任
を
も
っ
て
具
体
的
に
示

す
べ
き
で
あ
り
、
更
に
言
え
ば
、

具
体
的
な
目
標
を
持
つ
べ
き
で

す
。

　

県
民
に
一
番
分
か
り
や
す
い
の

は
、
新
た
な
借
金
を
ど
の
よ
う
に

抑
え
る
か
で
す
。
平
成
24
年
度
当

初
予
算
で
は
、
県
債
の
発
行
額
は

８
３
８
億
円
、
残
高
は
１
兆
４
１

９
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
源
が
厳
し
い
の
で
あ
れ
ば
、

ま
た
、
将
来
に
つ
け
を
残
さ
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
更
な
る
行
財
政
改

革
の
道
筋
を
地
方
公
共
団
体
の
長

と
し
て
示
す
義
務
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　
ま
ず
は
行
財
政
改
革
方
針

に
基
づ
く
各
種
の
取
組
を
着

実
に
進
め
、
一
層
の
歳
入
の
確
保

と
歳
出
に
お
け
る
選
択
と
集
中
を

図
り
ま
す
。
国
に
は
地
方
の
自
主

財
源
の
充
実
な
ど
行
財
政
基
盤
の

強
化
に
向
け
働
き
か
け
る
ほ
か
、

県
経
済
の
活
性
化
で
税
収
を
確
保

※１「再議」‥‥  地方公共団体の議決機関と執行機関との意見が相反する場合に、地方公共団体の長の請求によって議会が既にした議決を改めて審議し直すこと。（地方自治法第176条第1項）
※２「川の中の対策」‥‥  洪水をできるだけ川の外にあふれさせないよう河川や水路等を整備する対策（河道内に整備されるダムなどの洪水調節施設も含む）をいいます。
※３「リスクコミュニケーション」‥‥  住民が被るリスクに関する情報を、住民、事業者、研究機関、行政等の全ての関係者が共有し、相互に意思疎通を図ること。
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滋賀県議会では、県民の皆さんに議会活動への理解を一層深めていただくため、わかりやすい広報紙づくりに努めています。御意見など下記までお寄せください。
あて先　〒 520-8577　大津市京町 4－ 1－ 1　滋賀県議会事務局　議事調査課政務調査室　TEL 077-528-4094　FAX 077-528-4940　Eメール gikai@pref.shiga.lg.jp

この広報誌は 502,000 部作成し、県内に新聞折込で配布しています。経費（印刷、折込、職員の人件費）は 1部当たり 6円です。

用語解説

「日本　仏教美術─琵琶湖周辺の仏教信仰─」展
（韓国ソウル市）

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
横
断
的
、
戦
略

的
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
在

り
方
を
取
り
ま
と
め
る
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　
来
年
度
は
、
県
と
し
て
戦

略
的
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
た
め

の
プ
ラ
ン
を
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
振

興
室
を
中
心
と
し
て
取
り
ま
と
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

効
果
的
、効
率
的
に
進
め
る
た
め
、

関
係
部
局
が
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
横
断
的
、
緊
密
に
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

特
別
支
援
教
育

問　
平
成
19
年
4
月
、
学
校
教

育
法
に
特
別
支
援
教
育
が
位

置
付
け
ら
れ
、
全
て
の
学
校
に
お

い
て
障
害
の
あ
る
幼
児
、
児
童
、

生
徒
の
支
援
を
更
に
充
実
し
て
い

く
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
達
障
害
の
問
題
を
抱
え
る
子

ど
も
た
ち
が
、
障
害
の
特
性
や
程

度
、
個
性
に
応
じ
て
一
定
水
準
の

支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
保
障

さ
れ
る
べ
き
で
す
が
、
発
達
障
害

と
特
別
支
援
教
育
の
現
状
に
対

し
、
何
が
必
要
と
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

答　
で
き
る
だ
け
早
期
に
児
童

生
徒
の
実
態
を
把
握
し
、
教

育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
指

導
や
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
教
員
の
理
解
を
深

め
、
指
導
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
学
校
を
あ
げ
た
計
画
的
な

支
援
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高

校
と
継
続
的
な
支
援
を
行
う
た

め
、
個
別
の
指
導
計
画
等
の
指
導

の
充
実
と
円
滑
な
引
継
ぎ
が
必
要

で
す
。
さ
ら
に
、
周
囲
の
児
童
生

徒
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

観
光
政
策
・
振
興

問　
滋
賀
県
は
、
国
宝
・
重
要

文
化
財
の
指
定
件
数
が
全
国

第
４
位
で
あ
る
な
ど
、
全
国
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
文
化
財
を
有
し
、
観

光
資
源
と
し
て
も
大
い
に
活
用
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
日
本

一
の
琵
琶
湖
は
滋
賀
県
の
代
名
詞

で
、
そ
の
雄
大
で
優
し
い
姿
は
滋

賀
県
民
の
誇
り
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
も
、
自
然
や
文
化
・

歴
史
を
生
か
し
た
様
々
な
す
ば
ら

し
い
観
光
資
源
や
観
光
施
設
が
数

多
く
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ど
の
調
査
を
見
て
も
観
光
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
は
下
位
に
低
迷

し
て
い
ま
す
。

　

本
県
の
認
知
度
を
高
め
る
た
め

に
は
、観
光
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
し
、

発
信
を
強
め
る
こ
と
が
不
可
欠
と

考
え
ま
す
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
伺
い
ま
す
。

答　
県
内
に
点
在
す
る
観
光
資

源
を
琵
琶
湖
を
囲
む
よ
う
に

つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
本
県
な
ら
で
は

の
体
験
・
体
感
を
組
み
入
れ
た
観

光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
造
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
琵
琶
湖
を
中
心
に
周
遊

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
「
ビ
ワ
イ

チ
」
と
い
う
名
を
冠
し
、
本
県
の

観
光
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
打
ち
出
し

ま
す
。

　

ま
た
、
旅
行
代
理
店
や
マ
ス
コ

ミ
へ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
営
業
活
動
を

き
め
細
や
か
に
行
い
、
情
報
発
信

機
能
の
強
化
を
図
り
、
首
都
圏
か

ら
の
誘
客
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

「
美
の
滋
賀
」
発
信
事
業

問　
県
で
は
、
近
代
美
術
館
の

資
産
、
仏
教
美
術
、
ア※

４

ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
３
つ
を
柱
と
し
て

「
美
の
滋
賀
」
の
発
信
に
取
り
組

む
と
し
ま
し
た
。
豊
富
な
美
の
資

源
を
活
用
し
、
人
と
人
が
つ
な
が

り
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る

滋
賀
の
実
現
に
向
け
て
推
進
す
べ

き
で
す
。

　

特
に
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
は
、

糸
賀
一
雄
先
生
の
「
こ
の
子
ら
を

世
の
光
に
」の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、

未
来
に
実
践
を
つ
な
ぐ
と
い
う
意

味
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
一
部
の

美
術
品
に
光
を
当
て
る
と
い
う
よ

り
、
障
害
の
あ
る
人
の
可
能
性
を

見
出
す
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
自
身
が
創
作
す

る
文
化
芸
術
活
動
は
、
も
っ
と
見

直
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
創
作
活
動

の
裾
野
を
広
げ
る
取
組
が
大
事
で

あ
り
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
展
開

を
考
え
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　
現
在
、
約
60
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
様
々
な

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
創
作

活
動
の
発
表
機
会
の
拡
充
は
家
族

の
誇
り
や
喜
び
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
公
募
展
や
施
設
合
同
企
画

展
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

障
害
の
あ
る
人
自
身
が
文
化
芸

術
活
動
の
担
い
手
と
し
て
活
動
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
行
い
、
創
作

活
動
の
裾
野
を
広
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

２月定例会で審議した決議・意見書

２月定例会で審議した主な議案

２月定例会で採択した請願
●福島第一原子力発電所事故の原因の究明がなされていない中にあっては、福井県の定期検査中
等の原子力発電所の再稼働を許可しないことを求める意見書の提出を求めることについて

●滋賀県食の安全・安心推進条例の理念に基づき、県民を放射能汚染から守るための措置について
●環太平洋経済連携協定（TPP）交渉に関する意見書の提出を求めることについて

番　号 件　　　　　名 結果
決議第１号　 東日本大震災で発生した災害廃棄物の処理に関する決議案 可決
決議第2号　 議第94号関西広域連合規約の変更につき議決を求めることについてに

対する附帯決議案
可決

意見書第1号 関西広域連合規約の変更に関する意見書案 可決
意見書第2号 公務員の人件費に関する意見書案 可決
意見書第3号 ＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ）協定交渉への参加に関する意見書案 可決
意見書第4号 農業者戸別所得補償制度の見直し等、農業政策の立て直しを求める意見書案 可決
意見書第5号 公的年金制度の抜本改革の全体像を早期に公表することを求める意見書案 可決
意見書第6号 福島第一原子力発電所事故の原因究明等がなされていない中での、福

井県に立地する定期検査中等の原子力発電所の再稼働を認めないこと
を求める意見書案

可決

意見書第7号 北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書案 可決
意見書第8号 こころの健康を守り推進する基本法の制定を求める意見書案 可決
意見書第9号 父子家庭支援策の拡充を求める意見書案 可決

※４「アール・ブリュット」‥‥  フランスのジャン・デュビュッフェという芸術家が考案した言葉で、日本語に訳される場合には一般的に「生の芸術」とされ、「美術の専門的な教育
を受けていない人が、伝統や流行などに左右されずに自身の内側から湧きあがる衝動のまま表現した芸術」と解釈されている。作者に障害のある方が
多いことから、障害者アートと解釈されることも多いが、同じ意味ではない。

議 会 の お 知 ら せ

●議会改革の取組
　議会改革検討委員会（小寺裕雄委員長）は、平成24年2月9日、検討結果報告書（第1次）
を家森茂樹議長に提出しました。
　この委員会は、平成23年12月21日
に第1回会議を開き、議長の諮問を
受け、議会改革検討会議答申を踏ま
えた議会改革の実行について検討を
開始しました。
　議会改革に関し検討すべき事項は
多岐にわたっており、その全てを検
討するには相当の時間を要するた
め、今後も引き続き検討を重ね、結
論を得たものから順次、報告を行う
こととしました。

　平成24年2月定例会から実行している事項
　　○ 会議の公開
　　○ 本会議の資料の公表
　　○ 委員会の記録と資料の公表
　　○ 議案に対する賛否の状況の公表
　　○ 出欠状況の公表
　　○ 議会の開催情報の県民への周知
　　○ いわゆる議員の特別待遇の点検　

●テレビ放送の御案内
　平成24年度より、びわ湖放送で県議会広報番組「県議会ダイジェスト」を放送
します。各定例会の代表質問と一般質問の模様を、解説を交えて放送します。ど
うぞ御覧ください。

●傍聴の御案内
　本会議や委員会はいつでも傍聴することができます。ただし、傍聴席には限りがあり
ますので、団体等で傍聴される場合は、あらかじめ御連絡ください。また、身体障害者
補助犬の同伴や車椅子での傍聴については、お問い合わせください。

●議会ホームページ
　議会ホームページでは、定例会情報、議員紹介、会議録検索のほか、各常任委員会お
よび特別委員会の活動状況などを掲載しています。
　また、インターネットによる議会中継を行っています。ライブ中継では、本会議の開
始から終了までの議場の様子をそのまま中継します。過去の録画映像も掲載しています。

滋賀県議会ホームページ　http://www.shigaken-gikai.jp/

議案番号 件　　　　　名 結果
（議員提出）
会第1号 滋賀県議会委員会条例の一部を改正する条例案 可決
会第2号 滋賀県議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例案 可決
会第3号 滋賀県議会会議規則の一部を改正する規則案 可決
会第4号 滋賀県職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例案 可決
会第5号 滋賀県公立学校職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 可決
（知事提出）
議第1号～
議第17号

平成24年度滋賀県一般会計予算　ほか16件 可決

議第18号～
議第52号

滋賀県介護予防基盤強化基金条例案　ほか34件 可決

議第53号～
議第63号

契約の締結につき議決を求めることについて（琵琶湖流域下水道東北
部愛東東幹線清水2工区管渠工事）　ほか10件

可決

議第64号 平成23年度滋賀県一般会計補正予算（第７号） 可決
議第65号～
議第70号

滋賀県障害者自立支援対策臨時特例基金条例の一部を改正する条例案
　ほか５件

可決

議第71号～
議第87号

平成24年度滋賀県一般会計補正予算（第１号）　ほか16件 可決

議第88号 滋賀県在宅医療福祉を担う看護職員確保対策基金条例案 可決
議第89号～
議第95号

大気常時監視自動計測器の入札談合に係る損害賠償請求訴訟の提起に
つき議決を求めることについて　ほか６件

可決

議第96号～
議第98号

平成23年度滋賀県一般会計補正予算（第9号）　ほか２件 可決

議第99号～
議第104号

滋賀県教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて　ほか
５件

同意

平成24年度当初から実行する事項
　○ 議会意思形成のための手続整備
　　 ・論点の整理と公表
　○ 委員会の行政調査の活性化
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